









平 成14年 度 意 匠 学 会 賞 お よ び 意 匠 学 会 論 文 賞 選 考 結 果 の 報 告
意匠学会各賞に関する規定に基づ き,6月30日を締 あ切 り日として学会各賞候補の推薦を
募集 したところ,期限までに届いた推薦書は各賞それぞれ少数であった。そこで,選 考委員会




委員長 増 山 和 夫
「意匠学会賞」
受賞者 藤田治彦 大阪大学大学院文学研究科教授,学 術博士
























2001年『国際デザイン史 一 日本の意匠と東西交流』思文閣出版(デ ザイン史フォー
ラム編集)
主要訳書
1988年パ リー 『ウィリアム ・モ リスのテキスタイル』岩崎美術社(共 訳,多 田 稔)
1991年デュラント 「近代装飾事典』岩崎美術社
1996年メッグズ 「グラフィック ・デザイン全史』淡交社(共訳および監修)
2001年ジャンソン 『西洋美術の歴史』創元社(共 訳,木 村重信)
授賞理由
現在,デ ザインの領域は果てしなく拡大 しつつあり,デザイン研究の対象 も個々の分野だけ
でなく全体を横断 した領域設定が求あられている。意匠学会賞の対象 もこうした状況に照 らし
て,デ ザインという領域の今日的な意義と重要性を広 くアピールす るものが望まれる。
藤田治彦氏は,これまでの著書,編 著書,訳 書などか らも明らかなように,広範な研究活動
実績を有 し,デザインのみな らず美術,建 築の世界で もその成果は高 く評価されてきた。
上記の業績に加えて,藤 田氏は大阪大学美学研究室に事務局を置くデザイン史フォーラムの
事務局長を務あ,これまでに2回 「国際デザイン史 フォーラム」を開催するとともに,『国際
デザイン史 一 日本の意匠と東西交流』の出版を責任編集者 として担 うなど,特 筆 され る業
績をあげている。本著は芸術,工 芸,プ ロダクト・デザイン,建築にいたる多様な領域にっい
て,西 洋と日本 とのあいだの影響関係をデザイン史という視点か らまとめたユニークな内容 と























2000年9月～11月 黒田辰秋展,同 展図録執筆 編集
授賞理由














本論 は,20世紀における日常食器の試みとい う意匠学会 にふさわ しいテーマを扱 った研究
であり,日本を対象としながらもリーチに代表 される海外の動向との関わりについての考察が
適切に組み入れ られ広い視野が示されていること,また,機械や図案といったデザインにとっ
て重要な問題にっいて示唆に富むことなどが,授 賞するにふさわしい研究であると判断された。
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